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皆さん！探検カレーを食べに来た方がいいよ！

	部員数：計　　　　　２６　　　名　　　　　　　　　男女比（　　２０　：　　６　　　）

１回生（１６　名）２回生（　５　名）３回生（　３　名）４回生（　１　名）生きた化石（　１名）

	大学へのアクセス

・飯田橋、市ヶ谷駅より共に徒歩５～１０分
	部会　　　　　　

火曜日（時間：　　１８：４０～　　　）

	主なイベント　

・探検カレー（学園祭）
	流行りの活動・よくやる活動

　・洞窟をやりたい流れが来ている

	部のモットー

・知的好奇心の肉体的表現・体制に叛逆する登山を
	守り続けている伝統

　・学生運動に明るい語り部の存在

	一緒にやりたい合宿

・沢登りをやりたいのに現役で出来る人がいないので他大学様、どうか連れてってください

・新種生物発見に興味がある方、一緒にやっていきませんか？

	歴代の記憶に残る名活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・スリランカ遺跡調査隊　・アイスランド氷河調査

	部で語り継がれている名場面・伝説

・数年前某先輩が探検とは無関係な、しかしとても法大生的な事情で××されてしまい、やむなく・・・

	ひとこと

　探検は私たちの宗教そのもの！法大探検部をどうぞよろしくお願いします。


団体代表者氏名：滝川　大貴　　　　　　　　　渉外：斎藤　圭

連絡先：t-zazi-ca6rim8.is.n01@docomo.ne.jp連絡先：summer-swallow1235@ezweb.ne.jp
法政大学探検部　月一報告書
文責：武藤萌（発表：齋藤圭）　発行日2011/05/29

連絡先　e-mail  moe.mutou.jj@stu.hosei.ac.jp

題名・期間　　：八丈島新入生新歓合宿2011

　　　　　　　　2011年5月1日(日)～4日(水)　　　　報告書　有
活動場所　　　：東京都八丈島
参加者　　　　：CL滝川(2)、他上回生7人、新入生9人
活動目的　　　：新入生を歓迎する。読図訓練、装備など探検部ならではのものに親しむ
内容・現地情報：新入生との親睦を深められた。しかし３回生以上の部員と１回生が
別行動になってしまったのは良くなかった。直火全面禁止となった為、
もう八丈島でキャンプファイアはできそうにない。
教訓　　　　　：食事の量は等分しよう。
例年より酒要素が少なかったが、問題はなかった。
宣伝の量と新歓に来る１年生の量は必ずしも比例しない。
今後の発展　　：ブッシュを２班に分かれて行ったため内容に差があり、反応が今ひとつ
だったので今後ブッシュ合宿を計画する。
題名・期間　　：クライミング
　　　　　　　　2011年5月21日(土)～22日(日)　　　報告書　無(次回)

活動場所　　　：埼玉県日和田
参加者　　　　：CL滝川(2)、秋野(2)、米本(1)、櫃本(1)、中村(1)、宮本(1)、
活動目的　　　：ロープワーク、クライミング技術の習得
題名・期間　　：棒ノ峰登山
　　　　　　　　2011年5月28日(土)　　　　　　　　報告書　無(次回)

活動場所　　　：埼玉県飯能市
参加者　　　　：CL山田(3)、齋藤(2)、滝川(2)、崎山(1)、佐久間(1)、田中(1)

活動目的　　　：登山活動に慣れる
	　　　　拓殖大学 探検部
（正式名称）　拓殖大学　探検部（Takusyoku University Exploration Club)　　

	こんにちは。拓殖大学探検部です。
私達は主にラフティングの活動を重点的に行っており、毎年栃木県の水上で開催されますリバベンにもＯＢ艇と共に参加しております。
知識面や技術面はラフトに偏りがちですが、最近では自転車合宿や雪山登山など新しい活動も活発に行っています。その反面、沢やケイビング、クライミングといった下降や登攀の技術が必要とされる合宿は苦手です。
また、10月には毎年「紅陵祭」とよばれる学園祭を開催しています。我が探検部は「命の大切さ」と称し、普段あまり食べられていないウサギやシカなどの料理を販売しています。是非お立ち寄りください。

	部員数：計　　　　　３５　名　　　　　　　　　男女比（　　　７　：　３　　　）
１回生（　１１　名）２回生（　７　名）３回生（　９　名）４回生（　７　名）生きた化石（　１名）

	大学へのアクセス
丸の内線茗荷谷駅から徒歩5分（茗荷谷キャンパス）
ＪＲ線高尾駅から徒歩20分（八王子キャンパス）
	部会　　　　　　
木曜日（時間：　PM6：30　　　）

	主なイベント　
紅陵祭、文連祭、設立45周年パーティー
	流行りの活動・よくやる活動
　ラフト、自転車、雪山登山

	部のモットー
  「探検は冒険に非ず」
	守り続けている伝統
　Thank you ラフト、締めラフト、八丈島での新歓

	一緒にやりたい合宿
ケイビングや沢登り、雪山。拓大にはロープテクニックなどの細かい技術をもっている部員がいないので他大との活動で習得したい。ラフトの技術には自身があるので技術を習得したい大学は是非。

	歴代の記憶に残る名活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　世界76カ国　国産トラックで走破（設立以前）

	部で語り継がれている名場面・伝説
これからつくる！！

	ひとこと
　拓殖大学探検部は今年で45周年を迎えます。先輩方の名に恥じぬ活動をこれからもしていきたいです。


団体代表者氏名：鹿野　勇貴　　　　　渉外：松本　瑠
連絡先：090-3510-0647　　　　　　　　連絡先：090-8875-7405

拓殖大学探検部　月一報告書
文責：松本　瑠　　発行日：月日
連絡先
tel　09088757405





e-mail　dk74grandprix@docomo.ne.jp





題名・期間
：レッツサイクリング　リベンジ　5月22日
報告書　　無
活動場所
：神奈川県相模原市
参加者

：CL松本（２）中野（１）池上（１）佐々木（１）石井（１）駿東（１）
活動目的
：・一年生の自転車合宿への入門編。
　　　　　　　　・自転車技術の習得。Ex：輪行、縦列走行、体力づくりなど
　　　　　　　　・合宿を全員で作り上げていく大切さを学ぶ。
内容・現地情報
：今回は震災で中止となった新歓の代替合宿として計画した。JR高尾駅から相模原市にある「城山湖」、「津久井湖」、「相模湖」を巡るルートを走った。城山湖に向かう道とラストに高尾駅に戻ってくるときに通る大垂水峠が難関であった。途中雨に降られやや危険な状態であったが誰一人けが人をださずに活動を終えることができた。
教訓
： 下り坂で転倒した一年生がいたのでそういった技術もレクチャーする必要があった。雨が途中から降るとわかっていたので活動中に行動をせかすことができた。安全を考慮するならもう少しじかん配分を徹底すればよかった。
今後の発展
：自転車の知識をもっている一年生も多くいたので今後、自転車活動が活発になってくれればと思う。自転車と探検を絡めた合宿をこれから立てていきたいと思う。
亜細亜大学探検部　月一報告書(６月)
文責：樫本亮太　　(発表：樫本亮太)　　発行日：２０１１年６月６日

連絡先　tel  080-4388-2419

        e-mail  go-adventure-0705@i.softbank.jp
題名・期間　　　：日本リバーベンチャー選手権大会(５月２８～２９日)
活動場所　　　　：群馬県水上

参加者　　　　　：選手CL:浦野(３)、亀井(３)、柳(３)、中川(３)、水沼(３)、鈴木(３)、緒方(３)、舘林(３)小指(２)、辻田(２)、中嶋(２)、藤田(2)他：応援

活動目的　　　　：リバベンで優勝するため。ラフトを通じて団結する。

内容・現地情報　：一日目：スラローム、スプリント、H2H、二日目：ダウンリバー。

教訓　　　　　　：なかなか思うような練習ができなかった。大会の前の週練習の時に２艇バーストした。

今後の発展　　　：次は上級に出ることを目標にする。

今後の活動予定

· 文連祭

· 団結合宿

亜細亜大学探検部紹介

私たち亜細亜大学探検部は主に夏を中心に活動しています。自分たちで色々な合宿を考えてそこに各自行きたい人が参加します。ラフトが好きな人も多く色々な大会に出ています。普段は月に二回木曜日に部会をしています亜細亜の探検部は部員が多く、上下関係もきちんとしています。部員みんなが仲良しな楽しい部活です。新入生も２０くらい入ってくれました。

慶應義塾大学探検部月一報告書
文責　明石　知也
連絡先　tel　09014104941

題名・期間
：芹沢公園地下壕

4/22～23　計画書　無
活動場所
：芹沢公園地下壕跡
参加者
：CL　明石(2)　SL高梨(2)　中西(1)　武藤(OB)　　
活動目的
：新歓合宿前に探検部の活動を体感してもらう。
内容・現地情報
：活動目的達成。

入洞前夜キャンプをする予定が雨のため予定を早め明け方入洞。

洞内はホームレスの住居跡の形跡などが伺えた。
教訓
：横須賀周辺には地下壕跡などの施設が多く残っているため、今後も是


非活動していきたい。
題名・期間
：新勧樹海合宿

　　　　5/7～8　計画書　無
活動場所
：山梨県鳴沢村　富士風穴
参加者
：CL　倉田(3)　SL森田(3)　高梨(3)　明石(2)　渡部(2)　高橋(2)　　

亀有(1) 末原(1) 石井(1) 高木(1) 松本(1) 林(1) 中西(1) 浅見(1)

活動目的
：新入生の歓迎。どのような活動をしているのかを経験してもらう。 

内容・現地情報
：活動目的達成。


氷が多く溶けていたため、例年では侵入できなかった部分はで入ることができた。
教訓
：特になし。
題名・期間
：ウツボ狩り

　　　　5/21～22　計画書　無
活動場所
：静岡県　網代港、稲取港
参加者
：CL　渡部(2)　SL 倉田(3)　明石(2)　高橋(2)

　亀有(1) 松本(1) 林(1) 中西(1) 

活動目的
：釣り界では邪道、アウトローとされているウツボを釣りあげる。 

内容・現地情報
：活動目的未達成。


１日目は小魚を１０匹弱釣ることができたが、目的のウツボを釣ることができなかったので、２日目に明石高橋渡部で稲取港へ。


ここの磯では３０分に１度はウツボの姿を見るほどの絶好のスポットであり、何度もチャンスがあったのだが、通常の竿ではウツボの力に敵わず、釣り上げることはできなかった。
教訓
：現地の人は銛を使って捕獲するおうなので、リベンジする機会があれば銛を活用したい。
題名・期間
：石丁場調査

　　　　5/27～28　計画書　無
活動場所
：静岡県河津町石丁場
参加者
：CL　高梨(3)　SL明石(2) 亀有(1) 末原(1) 石井(1)

活動目的
：昨年から何度か訪れている伊豆の洞窟へ。新入生に洞窟の楽しさを知ってもらう。 
内容・現地情報
：活動目的達成。


獣道を１０分ほどかき分け、本洞発見。

内部は機械で精巧に切られた石材や、機材の廃品が未だ残っていた。

洞内は非常に大きく広いため、一年生も楽しめたようである。
教訓
：伊豆にはこのような鉱石採取場が多くまだまだ訪問の必要があると感じた。
	　　　　　　麻布大学 探検部
（正式名称）　　　
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	部員数：計　　　２３　　名　　　　　　　　　男女比（　　３　：　 ２　　）
１回生（　１６名） ２回生（　４名） ３回生（　０名） ４回生（　３名） 生きた化石（　０名）

	大学へのアクセス
ＪＲ横浜線矢部駅より徒歩３分
	部会　　　　　　
　水曜日（時間：１３：００〜１３：５０）

	主なイベント　
新入生歓迎合宿（今年は中止しました）
	流行りの活動・よくやる活動
　沢登り、登山、クライミング、歩き

	部のモットー
  去る者は追わず
	守り続けている伝統
　（なぜか）女子優勢

	一緒にやりたい合宿
　ラフティング合宿（麻布は未経験なので教えて下さい） 、 沢登り合宿（技術向上のための）


	歴代の記憶に残る名活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　アマゾン川魚類探査 、イリオモテヤマネコににゃうリンガル 、ラオス民族調査

	部で語り継がれている名場面・伝説
現４回生の杉田が１回生だった頃、部室で熊スプレーを噴射し、クラブ棟全体に被害を及ぼしたこと

	ひとこと
　女子が多いイメージの麻布大探検部に、今年は男子が大勢入ってきました。どうぞよろしく！


団体代表者：鏡内康敬(4)　　　　　　     　　渉外：眞銅沙織(2)

連絡先：meili_xueshan6740@yahoo.co.jp　　　連絡先：meltdown_sugar@yahoo.co.jp

麻布大学探検部　月一報告書（5月、6月分、それ以前の報告も記載しています）
文責：鏡内 康敬(4)　　発行日2011/6/6
連絡先
 tel    090-4937-9398

e-mail  noah.s_ark-0827...u-pa-ru-pa-@docomo.ne.jp

☆部活動
題名・期間　　　：初めての沢登り　　   5/15
      報告書　無
活動場所
：神奈川県秦野市　表丹沢水無川 モミソ沢
遡行グレード:1級上　ピッチグレード(RCCⅡ):Ⅳ　[参考]東京起点120

参加者　　　　　：CL鏡内(4)、SL杉田(4)、奥山(4)、安東(1)、鹿沼(1)、田中(1)

活動目的　　　　：新入部員の岩トレと沢体験
内容・現地情報
：モミソ沢出合の懸垂岩で新入部員へ懸垂下降のやり方を指導、実践。懸垂岩は講習会と山岳会のロープでスダレ状態。モミソ沢はこの日だけで3〜4パーティが入渓。グレードも低く、短時間で抜けられ、初心者を連れて行くには適した沢ではあるが、2〜3mの小滝で落ちてしまう、岩を落としてしまうこともあるので、しっかり確保、指導していきたい。小草平ノ沢を下降する予定だったが、時間切れのため大倉尾根を下る。今回、ヒル被害はなかった。　　　　　
教訓
：新入部員には沢登りの楽しさ、怖さを体感してもらえたと思う。4回生には基本的な技術を復習してもらう必要がある。
今後の発展
：新入部員に沢登りの技術を学んでもらう。
題名・期間　　　：新歓 大山登山　　    5/21
    　報告書　無
活動場所
：神奈川県 丹沢 大山
参加者　　　　  ：CL眞銅(2)、SL森(2)、福山(2)、寺澤(2)

　　　　　　　　　1回生　安東、小黒、鹿沼、小林、齋藤、篠田、
　                       白井、反町、田中、中川、星野、山際
活動目的　　　　：新入部員との、また新入部員同士の交流
内容・現地情報
：山ブームで大山は大混雑。秦野駅からのバスも大行列なので、行く際は早出か、待ち時間を考慮するべき。大山は女子を含めた新歓ではちょうど良いレベルで、各人の体力がよくわかる。　　　
今後の発展      ：男子はもう少しレベルの高い山、女子はハイキング程度の山に登ることで実力、体力向上を図る。
題名・期間　　　：
初クライミング　　　5/27　　　 報告書　無
活動場所
：神奈川県相模原市 「ストーンマジック」 

参加者　　　　　：鏡内(4)、杉田(4)、寺澤(2)、1回生8人
活動目的　　　　：新入部員のクライミング体験 

内容・現地情報　：金曜日は学生＆レディスが1050円で利用できるため混雑。といっても混んでいるのはボルダー壁だけ。トップロープとリード壁は人気無し。今回は登り方などの説明、トップロープでのビレイ(備え付けの「グリグリ」を使用)とロワーダウンの仕方を教えた。
今後の発展      ：リードでの登り、ビレイ方法を教える（やる気のある人にだけに）。
　　　　　　　　　腕力に頼らない登り方を教える。
題名・期間　　　：勘七ノ沢遡行＆小草平ノ沢下降　　　6/4　　報告書　無
活動場所
：神奈川県 表丹沢 四十八瀬川 勘七ノ沢
遡行グレード:1級上　ピッチグレード(RCCⅡ):Ⅲ　[参考] 東京起点120

参加者　　　　　：鏡内(4)、杉田(4)
☆個人活動
題名・期間　　　：
谷川岳一ノ倉沢一ノ沢右壁 左方ルンゼ    2/27     報告書　無
活動場所
：
群馬県水上市 谷川岳
参加者　　　　　：鏡内(4)、他2人(山岳会)
活動目的　　　　：アルパインアイス
内容・現地情報  ：取り付きまで先行パーティのトレースあり。ルンゼ内では途中2度の粉雪雪崩に遭うも大事には到らず。自分らを含め3パーティいたが、1パーティは落氷直撃により途中敗退していた。ルンゼを抜けてからの一・二ノ沢中間稜、東尾根でも雪が腐っていて足下不安定のため、安心できない状況が続いた。気温と氷の状態からして、おそらくこの週が今シーズンのラストチャンスだったと思う。
題名・期間　　　：
谷川岳一ノ倉尾根
　3/5　　　報告書　無
活動場所
：群馬県水上市 谷川岳
参加者　　　　　：鏡内(4)、他2人(山岳会)
活動目的　　　　：積雪期アルパインクライミング
内容・現地情報　：前日からの降雪により、ベースプラザからラッセル三昧。一ノ倉尾根
末端より取り付くが、その後もラッセル、やぶ漕ぎ、雪庇崩落に備えてスタカットで進んだため、第一岩峰手前ですでに昼過ぎ。翌日中には抜けられないと判断し敗退。
題名・期間　　　：
谷川連峰 万太郎山
　　4/16〜17　　報告書　無
活動場所
：新潟県南魚沼郡湯沢町
参加者　　　　　：鏡内(4)、他2人(山岳会)
活動目的　　　　：合宿前トレーニング
内容・現地情報　：4/16 土樽駅〜万太郎尾根末端〜万太郎山〜オジカ避難小屋
　　　　　　　　   /17 〜仙ノ倉山〜平標山〜平標山登山口
 万太郎山に登るまでは膝上程度のラッセル、ガスによる視界不良のためルートファインディング力が重要であった。また、稜線では上越の山々に特徴的な湿った雪混じりの風速20〜30mの強風のため、凍傷に注意する必要があった。避難小屋は7畳程度と広く快適。翌朝は天候が回復し、気持ちよい稜線歩きとなった。
題名・期間　　　：劔岳八ツ峰(Ⅰ峰三稜から)　　  4/29〜5/4　  報告書　無
活動場所
：長野県大町市 立山連峰 劔岳
参加者　　　　　：鏡内(4)、他2人(山岳会)
活動目的　　　　：春合宿　残雪期アルパイン
内容・現地情報
：4/29 黒四ダム〜内蔵助平〜真砂沢出合
                   /30　〜Ⅰ峰三稜〜Ⅰ峰三稜上にて幕営
                  5/ 1　 〜Ⅰ峰手前にて強風のため行動不能、幕営
                   / 2   〜Ⅰ峰〜Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,Ⅴ峰〜Ⅴ・Ⅵのコル
                   / 3   〜Ⅵ,Ⅶ,Ⅷ峰〜三ノ窓
                   / 4   〜三ノ窓雪渓下降〜真砂沢出合〜内蔵助平〜黒四ダム　
今年のＧＷは北アを中心に山岳事故が多く、落雷、雪崩の発生等、自らも遭難する可能性は十分にあった。震災の影響か、劔岳への入山者は例年に比べ少ない。入山直後からのラッセル、八ツ峰では終始トレースなし、また悪天候という条件の中完登でき、充実した山行となった。
題名・期間　　　：
大倉—蛭ヶ岳ピストン       5/15　　 報告書　無
活動場所
：丹沢　大倉〜蛭ヶ岳を往復
参加者　　　　　：寺澤(2)
活動目的　　　　：花見＆鹿見＆富士見
題名・期間　　　：
八ヶ岳ニホンジカ食性調査      5/18〜5/20　　 報告書　無
活動場所
：長野県茅野市 南八ヶ岳
参加者　　　　　：鏡内(4)
活動目的　　　　：美濃戸口〜赤岳鉱泉〜硫黄・横・赤岳縦走～文三郎尾根～赤岳鉱泉〜美濃戸口
内容・現地情報　：卒業研究にあたっての調査。赤岳鉱泉上部より残雪があったため、ピッケル必要。アイゼンはなくても問題なかった。
題名・期間　　　：
再びモミソ沢遡行       　5/26　　　　 報告書　無
活動場所
：神奈川県秦野市　表丹沢水無川 モミソ沢
参加者　　　　　：鏡内(4)、他1人
活動目的　　　　：沢＆岩登り初心者への技術指導
内容・現地情報　：平日のため懸垂岩は他1パーティのみで登り放題、降り放題。岩トレのゲレンデ（懸垂岩、広沢寺、越沢バットレス、三ツ峠etc）に行くのであれば、平日でないと練習にならない。
題名・期間　　　：
丹沢縦走（焼山〜蛭ヶ岳〜丹沢山〜塔ノ岳〜大倉）　6/5　報告書　無
活動場所
：神奈川県丹沢
参加者　　　　　：寺澤(2)
☆今後の予定
　　沢登り・奥多摩 鷹ノ巣谷遡行  6/11

      ほか未定
　　　　　　　　　　
以上の報告は、麻布大学探検部blog

http://azabutankenbu.jugem.jp/

に写真付きで記載してあります。ご覧下さい。
	　　　　　　　　東洋大学
（正式名称）　　　東洋大学探検部

	東洋大学探検部は、1960年代に創設された「秘境研究会」が前身。歴史は古いはずなのに、記録が全く残っていない。創設後、どのような動きがあったかわからないが、いつからか部として機能しない状態まで衰退する。４．５年前、部室すらない状態から二人の男が立ち上がり、部の再興をはかり今に至る。
近年の主な活動は、登山　洞窟探検など。近年、我が部で行ったこれらの活動はすべて、探検の理念に基づいたパイオニアワークの”準備期間”に過ぎない。
復活を遂げ新体制が整ったいま、温故知新の思いも新たに、東洋大学探検部はさらなる発展をしていきたい。

	部員数：計　　　　　　　３５　名　　　　　　　　　男女比（　　　４　　：　　３　　）
１回生（　　　１６名）２回生（　　　１１名）３回生（　　　６名）４回生（　　　２名）生きた化石（　　名）

	大学へのアクセス
都営地下鉄三田線「白山駅」徒歩５分
東京メトロ南北線「本駒込駅」徒歩５分
	部会　　　　　　
水曜日（時間：　１８：００～　　　　）

	主なイベント　
新歓合宿、無人島、スリランカ遺跡調査隊
	流行りの活動・よくやる活動
　登山、洞窟

	部のモットー
  知的情熱の肉体的表現
	守り続けている伝統
　吐くまで飲む

	一緒にやりたい合宿
洞窟探検　廃墟廃線探査　山登り　沢登り　川下り　クライミング　　海外遠征

	歴代の記憶に残る名活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　記憶にございません

	部で語り継がれている名場面・伝説
一昨年行った山口県呪われた島羽島　ナタで手を切ったりクラゲに刺されたりハチに刺されたり原因不明の病気で顔が２倍ぐらいになったりした

	ひとこと
人と人との､出会いを繋がりを大切にしていきたい。


団体代表者氏名：　山口　純　　　　　　　　　渉外：村瀬　大地
連絡先：hey-reiter.ho-leute@ezweb.ne.jp　　　連絡先：tnkn.mrs.dch@gmail.com

東洋大学探検部　月一報告書
文責：山口　純　　発行日2011/6/3
連絡先
tel 　 080-6649-7130

e-mail lp0900378@toyo.jp

題名・期間
：君と水晶が掘りたい
5/28～29

報告書　無
活動場所
：山梨県塩山市竹森　小倉山（水晶山）
参加者

：CL山口（３）SL天野（３）永井（３）茶川（多摩美大）
活動目的
：水晶探索
　　　　　　　　　一発当ててザギンでシースー
内容・現地情報
：夜、一攫千金を夢見た野郎どもがスコップ片手にJR高尾駅に集合。集合した時点で雨がザーザー降っていた。台風が近づいてきているとのことであったが、まあなんとかなるでしょってことで車で塩山駅へ向かった。駅中で一泊し朝５時過ぎに起床。６時に雨の中出発した。小倉山付近の神社に車を止め、６時半頃に入山。山の斜面は急であった。水晶だが思ったよりとれた。しかし透明度の高いものはなかなか見つからなかった。雨が強くなってきて、土砂崩れの危険性もあったので８時過ぎには撤収。下山後土にまみれた水晶をみんなで洗った。みな口ぐちに「これでザギンでシースーは無理だろ＞＜」と言っていた。帰りに温泉に入って帰った。
教訓
：雨のなか水晶を掘るのは精神的にも肉体的にもきつい。少し夢を見すぎたようだ。
今後の発展
：ほかにも水晶のとれる産地がいくつかあるようなので、行ってみたい。
立正大学探検部　月一報告書
文責：家子　和　　発行日1/6
連絡先
tel 090-4597-8687




e-mail
gyo2.darumesian@ドコモ




題名・期間
：体験洞窟ちょうちん穴 5/21～5/22
　報告書　無
活動場所
：東京都西多摩郡奥多摩町

参加者

：安田、落合（三年）、小野島、木村、関塚、村木、柴崎、瀬戸（一年）
活動目的
：新入生を洞窟体験に連れていく
内容・現地情報
：みんな初めての洞窟を楽しんでいた

　　　　村木・・・体がハマるまでは楽しかった。
　　　　関塚・・・通るときの体の使い方研究したい。
　　　　木村・・・辛さ、暗さ、緊張感、洞窟すごい落ち着いた。
　　　　落合・・・無理だと思ったけど通れた。
題名・期間
：リバベン公式練習会
5/20～5/22
報告書　無
活動場所
：群馬県水上利根川

参加者

：笹本　村上　家子　冨岡　河原
活動目的
：ラフティングの練習
内容・現地情報
：水量が3.9で法政岩周辺の瀬がかなりパワーがあった。

　　　　　　　　ストリッパーズで3沈をしたりしたがたのしかった。

教訓
：ハイサイドは大切
今後の発展
：前でラダ―を取れるようになる
題名・期間
：第35回リバーベンチャー選手権大会5/26～5/29　報告書　無
活動場所
：群馬県水上利根川
参加者

：選手　笹本（3年）冨岡、村上、家子（2年）
応援　落合、安田（3年）柴崎、木村、村木、小野島、瀬戸、関塚（1年）

活動目的
：ラフティングの大会
内容・現地情報
：ヘッドtoヘッドのスカウティングをしたが出れなかった。 
　　　　　　　　　順位は30位でかなり悔しかった。
今後の発展
：色々な川に行きたい
	早稲田大学探検部

	早大探検部とは
早大探検部にとって軸となる活動は、やはり、海外遠征である。海外遠征を年間のテーマとして、週末を中心に国内での訓練活動を実践している。また、当探検部では、部全体での活動というものは少なく、海外遠征もその例外ではない。部員それぞれが興味のある分野に関して研究・訓練した後、それぞれの調査地域に赴いている。その活動内容は多種多様であり、「登山」、「木登り」、「沢登り」、「クライミング」、「未踏地踏破」、「ケイビング」、「ＵＭＡ調査」、「民族調査」などが行われてきた。

	部員数：計　　　約１３　　名　　　　　　　　　男女比（　１０：　１　）
１回生（　不明　名）２回生(３名）３回生（０名）４回生（４名）５回生(２名)

	大学へのアクセス　ＪＲ高田馬場駅より徒歩20分　
	部会　　　火曜日（時間：18:30～　）

	主な活動
沢登り、クライミング、ケイビング、読図など、、、
最近では、後に控えた、インドネシアでの沢登りや未踏洞窟調査の為に、毎週を訓練に費やしている。しかし、部員の中には各国での民族調査やＵＭＡ調査を独自に模索する者もいる。

	募集中の活動
2011年　夏　インドネシア・スラウェシ島　沢登り
2012年　春　インドネシア・カリマンタン　第二回サンクリランカルスト未踏洞窟調査

	歴代の記憶に残る名活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　三原山火孔探査、ベーリング海峡横断、タクラマカン沙漠踏破遠征、コンゴ探検隊(ムベンベ)、カリマンタン島新種肉食獣調査、サンクリランカルスト未踏洞窟調査

	部で語り継がれている名場面・伝説
過去には、三原山の火孔をワイヤーで降った者、タクラマカン沙漠を踏破した者、ギアナ高地のクラックをSRTで下降した者、アフリカの奥地で飢えに苦しみ、ゴリラを食した者、ボルネオのジャングルでのあまりに過酷な生活に精神崩壊を起こした者、、、など多種多様な人間が居りました。しかし、その誰もが、「未知」という言葉に惹かれ、「未知」を目指し、世界各地に旅立っていきました。
過去の活動に関して興味のある人は、是非、部室に遊びに来てください。

	ひとこと
著名なOB、海外各地との深いコネクションは当探検部の特徴の一つでもあります。本気で「探検」をしようと考える方々、当部では、他大学からも広く部員を受け入れていますので、是非一度、部会を見に来て下さい。部員一同、皆様をお待ちしております。きっと、皆様の期待に答えられることでしょう。


団体代表者氏名：大平　祐嗣　　　　　　　　渉外：白沢　智
連絡先：　090-1565-1079　　　　　　　　　連絡先：080-6622-0942　s.ryk.65@ezweb.ne.jp

・早稲田大学探検部　月一報告書
文責：白沢　智　発行日：2011年6月4日
連絡先　tel　080-6622-0942

　　　　e-mail　satoshi.shirasawa@gmail.com s.ryk.65@ezweb.ne.jp
※基本的に、正式な書式で一般に報告する必要のない活動は、当部blogにて写真を含めた簡単な活動報告を行なっています(http://blog.livedoor.jp/e302/)。
■題名・期間：鳥屋待沢遡行（５月１８日）
□活動場所：神奈川県　東丹沢
□参加者：大平(5)、佐野(4)、佐藤(2)
□活動目的：初級者の沢登り、沢登りの経験を重ねること
□内容・現地情報：
· すでにヒルがいた。
· １２ｍ滝は右壁から直登可能
· 全般的に初級者に最適
□教訓：最後の詰めで、安易に沢筋から稜線上に出ようとし想定外のヤセ尾根に出てしまった。遡行図をみることに慣れ過ぎている。
□今後の発展：遡行図は家で暗記し、遡行中はカバンにしまう。
■題名・期間：体験ケイビング　大久保の風穴(５月２１日～２２日)

□活動場所：茨城県　日立市　大久保の風穴
□参加者：佐野(4)、白沢(2)、永吉(2)、高島(2)、島村(1)

□活動目的：竪穴初心者に対してのSRTによる下降体験
□内容・現地情報：
　　　・洞口の目の前まで車でいける。
　　　・大久保の風穴　第一、第二、第三ピッチの下降。
　　　・SRT初心者に対しての指導。
□教訓：ボルトを強く締めすぎてねじをすり切ってしまったため、結局はクラウンを破壊してロープを回収した。この反省をいかし、今後はより丁寧なロープ設置を試みたい。
　
■題名・期間：広沢寺クライミング（５月２５日）
□活動場所：神奈川県　東丹沢
□参加者：大平(5)、佐野(4)

□活動目的：マルチピッチの練習、スラブ壁に慣れる、ダブルロープに慣れる
□内容・現地情報：
· 平日にしては混んでいた。
· 前回（半年前）と比べ、丸太チェアーができるなど、環境が変わっていた。
· 南スラブルートはトポとグレードが異なっているらしい（浮き岩落下のため、５．９改め、５．１０ｄだとか…）
□教訓：ゲレンデに行くのは平日が良い
□今後の発展：次週は越沢バットレスでもっと長いマルチピッチに挑戦する。
■題名・期間：新歓丹沢沢登り（５月２８日～３０日）→全て雨のため中止
□活動場所：セドノ沢左俣、源次郎沢、小草平ノ沢（全て中止）
□参加者：大平(5)、佐野(4)など多数
■題名・期間：一ノ倉沢南稜ルート（５月２１日）＊個人活動
□活動場所：谷川
□参加者：大平(5)、山岳会アルムクラブの方々３名
□活動目的：大平がアルパインクライミングに慣れる
□内容・現地情報：
· 一ノ倉沢は雪渓上を歩けるためアプローチがしやすかった。
· 計７ピッチで２５０ｍぐらい岩壁を登った
· 少し風があったので、谷川名物ブヨが少なく快適だった。
□教訓：
· 難しい沢を攻めるなら安定した滝の登攀が必要。そのためにはいくつも沢に行くよりも、アルパインをこなした方が効率が良い。
· 谷川岳は電車ではなく、車で行くべき。（車を知ったら「土合駅」はやってられない）
□今後の発展：全てフォローで行ったので、次回はリードをする。
日本大学探検部　月一報告書
文責：中野一樹　発表者：鈴木　一　　発行日2011/6/6
連絡先
Tel：090-6956-4005






e-mail：ka_nakano1118@yahoo.co.jp

題名・期間
：丹沢訓練山行
5/21（土）、5/22（日）



活動場所
：神奈川県　丹沢山系　塔ノ岳～三ノ塔～ヤビツ峠
参加者

：ＣＬ　亀井（３）馬屋原（３）
　　　　　　　　　ＰＣＬ小泉（２）中野（２）藤田尊（２）
　　　　　　　　　　　　久保（１）鶴賀（１）陣場（１）
活動目的
：新人訓練（基礎知識の習得、体力向上）
　　　　　　　　　２回生のリーダー訓練
内容・現地情報
：ボッカ訓練（２５ｋｇ～３０ｋｇ）
　　　　　　　　　６月５日（日）第２３回丹沢ボッカ駅伝競走が開催されるとのこと
教訓
：初めての山登りを行う新人に的確な指示を出すことが出来ず
今後の発展
：８月の八ヶ岳訓練合宿に向けた隊編成に生かす。
　　　　　　　　　今回の山行に参加できなかった新人は８月に再履を行う。
題名・期間
：第３５回全日本リバーベンチャー選手権大会　5/29（土）、30（日）


活動場所
：群馬県水上
参加者

：ＣＬ藤田悠（４）荷出（４）馬屋原（３）中野（２）小泉（２）
　　　　　　　　　　　鶴賀（１）藤平（ＯＢ）大原（ＯＢ）下田（ＯＧ）野田（ＯＧ）
　　　　　　　　　オフィシャル春藤（４）亀井（３）
活動目的
：練習の成果を発揮し、優勝する
内容・現地情報
：競技（スラーローム・スプリント・ダウンリバー）への参加
　　　　　　　　　選手宣誓を任された。
教訓
：（御手洗直行）公式練習に参加できず、なかなか選手の士気が高まることがなかった。練習あるのみ
　　　　 （SHIROMARU）思った結果を残せなかったため、練習あるのみ。
今後の発展
：来年のリバベンへ向けた練習を行う。新人が川に興味を持ってくれたよう
題名・期間
：遭難対策訓練プレ
6/4（土）、5（日）




活動場所
：神奈川県　丹沢山系　新茅ノ沢　１５ｍ大滝まで
参加者

：ＣＬ藤田（２）亀井（３）中野（２）小泉（２）
活動目的
：７月の遭難対策訓練へ向けた準備
内容・現地情報
：ロープワークの復習、入渓点・テン場の確認
　　　　　　　　　丹沢ボッカ駅伝競走が行われていた。ヒル、シカ、たぬきに注意※
教訓
：装備忘れ、時間に対する意識を向上させなければならない。
今後の発展
：本番までに今回の反省をし、必ず活かす。
題名・期間　　　：八ヶ岳の朝～阿弥陀岳へ～　6/6（月）～8（水）
活動場所　　　　：長野・山梨県　八ヶ岳連峰　赤岳～阿弥陀岳周辺
参加者　　　　　：ＣＬ中野（２）
活動目的　　　　：８月の八ヶ岳訓練合宿におけるエスケープルートの確認
内容・現地情報　：活動中
教訓　　　　　　：活動中
今後の発展　　　：活動中
	神奈川大学
（正式名称）　神奈川大学アドベンチャークラブ　
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	部員数：計　　１５　　名　　　　　　　　　男女比（　　１４　　：　　１　　　）
１回生（　２　名）２回生（　２　名）３回生（　２　名）４回生（　５　名）生きた化石（　４　名）

	大学へのアクセス
東急東横線白楽駅より徒歩１５分

東海道線平塚駅よりバス３０分
	部会　　　　　　
火・木曜日（時間：昼休み）

	主なイベント　
新歓合宿、リバベン、長良川ＷＷＦ
	流行りの活動・よくやる活動
　川、沢登り

	部のモットー
  吐いたら飲める
	守り続けている伝統
　酔雅

	一緒にやりたい合宿
川以外（誘ってください）、川（一緒にやりましょう！）

	歴代の記憶に残る名活動
　富士山ホフク前進登頂、アマゾン計画、スペ★モロ

	部で語り継がれている名場面・伝説
荒井部長切腹事件、赤みそ事件、天空ペケ事件

	ひとこと
　無茶をするのがアドベンです！


団体代表者氏名：佐々木啓介　　　　渉外：西村遼
連絡先：aom.jam@docomo.ne.jp　　 連絡先：pluck-up-courage.83@docomo.ne.jp
	　　　　　　　　東海大学
（正式名称）東海大学文化部連合会所属探検会
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	部員数：計　　　　　　３１+α名　　　　　　　　　男女比（　　　２４　：　　７　　）
１回生（　１１名）２回生（　８名）３回生（　　４名）４回生（　　８名）生きた化石（　α　名）

	大学へのアクセス
東海大学前駅から徒歩１５分
	部会　　　　　　
火・金曜日（時間１７：００）６号館Ａ棟

	主なイベント　
新入生歓迎会・建学祭・全体合宿・レンジャー訓練・楽しい登山♪
	流行りの活動・よくやる活動
超登山・ eq \o\ac(○,廃)・沢・無人島・クライミング・洞窟

	部のモットー
 毎日がレンジャー　EVERYDAY RANGER
	守り続けている伝統
楽しい登山♪・レンジャー訓練・オイオイ・エラブ

	一緒にやりたい合宿
富士清掃登山・スリランカ遺跡調査合宿・菅沼合宿・ALL OK!!

	歴代の記憶に残る名活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ソロモン諸島民族調査～人食い共に会いに行く～

	部で語り継がれている名場面・伝説
富士山竹馬登山・一輪車で東海大学～京都

	ひとこと
レンジャー!!!


団体代表者氏名：三田将平　渉外：面川祐輝　三田将平
連絡先：(面川)080(6644)2090  soukyuu_no_tabibito@ezweb.ne.jp
　　　　(三田)080(3464)6797　weekday-9.43-9.49@t.vodafone.ne.jp　　
東海大学　月一報告書
文責　面川　祐輝　　発行日2011/5/29

連絡先
tel　080-6644-2090
e-mail
soukyuu_no_tabibito@ezweb.ne.jp
題名・期間
：2011年　新歓合宿
5/21~22　計画書　　有
活動場所
：山梨県　富士河口湖町　富士風穴
参加者
：CL　三田(３)　SL菅沼(３)　玉城(３)

一回生　望月　藤森　高橋(健)　高橋(大)　松原　天白　村中

　　　川村　大貫　今井　北村

二回生　竹内　青柳　山邉　河井　益岡　真壁　山下　山本

四回生　田中　玉本　宮田　夏目　福岡　西本　面川　　

活動目的
：新入生に探検部とはどのようなものか新歓合宿の活動を通じて体感してもらう。

内容・現地情報
：活動目的は達成。氷穴の最奥部も探査。雪解けが激しい。

怪我や事故は発生せず。

富士風穴の氷穴側は他大学の報告通り氷の融解度が高く例年よりも滑る危険性が多かった。氷穴最奥部も探査した。風穴側は一回生全員の最奥部突入を達成。しかし、計画書通りの行動時間が取れなかった。

教訓
：洞内においての２回生の洞窟経験が浅かった。次回新歓等の行事の為に最低限の洞窟経験・下見は必須。

　

　　　　　　　

以外、５月中の他の活動は報告書の提出が無い為割愛。

